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あ
の
頃
の
津
山

やき

つぶ

秘書広報室フェイスブック

広報つやまは、環境保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑誌)にご協力ください

　
朝
、
目
覚
ま
し
時
計
を
使
わ
ず
に
起

き
て
み
よ
う
。
そ
れ
に
は
、
規
則
正
し

い
生
活
と
寝
室
に
太
陽
光
が
入
る
よ
う

に
し
て
お
く
、
起
き
る
時
間
に
部
屋
が

暖
か
く
な
る
よ
う
に
し
て
お
く
の
が
良

い
ら
し
い
。
早
速
、
挑
戦
。
よ
し
、
明

日
は
７
時
に
起
き
る
こ
と
に
し
よ
う
。

…
。
緊
張
し
て
い
る
の
か
な
、眠
れ
な
い

…
。
…
結
局
、
眠
れ
ず
に
７
時
…
。	（
〜
）
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─
・
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市
役
所
が
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
始
め

ま
し
た
ね
。
私
も
デ
ビ
ュ
ー
し
て
「
い

い
ね
」
や
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
友
だ
ち
の
登
録
は
ま

だ
１
人
だ
け
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
は
出

身
校
だ
け
入
れ
ま
し
た
。「
い
い
ね
」
を

押
す
度
、
緊
張
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

調
子
で
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
使
い
こ
な

せ
る
日
が
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。	（
Ｇ
）

・
─
・
─
・
─
・
─
・
─
・
─
・
─
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２
月
11
日
に
開
催
さ
れ
る
美
作
の
国

つ
や
ま
検
定
。
今
年
も
受
験
し
ま
す
。

昨
年
は
、
や
る
気
満
々
で
見
事
合
格
。

し
か
し
今
回
は
、
全
く
準
備
が
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
一
夜
漬
け
で
済
む
も
の
で

も
な
い
し
、
試
験
日
ま
で
そ
ん
な
に
日

は
な
い
し
、
あ
〜
、
あ
〜
、
こ
ん
な
時
、

ド
ラ
え
も
ん
が
や
っ
て
き
て
、
暗
記
パ

ン
を
出
し
て
く
れ
な
い
か
な
〜
。	（
修
）

今月の表紙
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写
真
提
供
・
江
見
写
真
館

　
写
真
は
、大
正
12
～
15
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
作
楽
神
社（
院

庄
）
の
改
築
工
事
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
工
事
は
、
地
元
選
出

の
国
会
議
員
・
平
沼
騏き
い
ち
ろ
う

一
郎
を
委
員
長
と
す
る
保
存
会
に
よ
っ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
写
真
中
央
の
建
物
は
建
て
替
え
中
の
拝
殿
で
、
そ
の
脇
に
牛

と
人
夫
ら
し
き
人
が
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
、
資
材
の
運
搬
に

は
牛
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
旧
拝
殿
は
、
オ
ッ
ペ
ケ
ペ

ー
節
で
一
世
を
風ふ
う
び靡
し
た
俳
優
・
川
上
音
二
郎
に
よ
っ
て
明
治

40
年
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
改
築
工
事
に
併
せ
て

移
設
さ
れ
、
現
在
は
神
楽
殿
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
作
楽
神
社
が
建
て
ら
れ
た
こ
の
地
に
は
、
鎌
倉
～
室
町
時
代

に
か
け
て
、
美
作
国
の
守
護
職
の
館
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
鎌
倉
時
代
末
期
、
後
醍
醐
天
皇
が
隠
岐
へ
配
流
さ
れ
る

道
中
、
こ
の
館
を
宿
と
し
ま
す
。
そ
の
時
、
備
前
国
の
武
将
・

児
島
高た

か
の
り徳

が
、
天
皇
を
救
出
す
る
た
め
、
館
に
潜
入
を
試
み
ま

す
が
か
な
わ
ず
、
天
皇
を
慰
め
る
た
め
の
十
字
の
詩
を
桜
の
木

に
刻
ん
だ
逸
話
は
有
名
で
す
。

　
作
楽
神
社
は
、
明
治
２
年
、
国
学
者
・
道ど

う
け家

大ひ
ろ
か
ど門

た
ち
が
尽

力
す
る
中
、
明
治
政
府
か
ら
許
可
を
得
た
津
山
藩
主
・
松
平

慶よ
し
と
も倫

に
よ
っ
て
、
後
醍
醐
天
皇
を
祭
神
、
児
島
高
徳
を
配
神
と

し
て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
高
徳
が
削
っ
た
と

さ
れ
る
桜
の
木
は
残
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
木
が
あ
っ

た
と
伝
わ
る
場
所
に
は
碑
が

建
て
ら
れ
て
お
り
、
往
時
が

し
の
ば
れ
ま
す
。

作さ

く

ら楽
神
社
の
改
築
工
事

	

（
大
正
12
～
15
年
）

２
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笑
顔
ふ
く
ら
む

　
　
お
餅
も
ふ
く
ら
む

一
宮
保
育
所（
一
宮
）

　
問
津
山
郷
土
博
物
館

　
　
　
☎
22
‐
４
５
６
７

現在の作楽神社
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納
税
の
公
平
性
を
確
保

　
３
月
は
、
市
の
会
計
年
度
末
で
、
滞
納

整
理
も
さ
ら
に
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
し
、

納
期
限
ま
で
に
完
納
し
た
皆
さ
ん
の
信
頼

に
応
え
る
た
め
、
悪
質
な
滞
納
を
許
す
こ

と
な
く
、
厳
正
に
滞
納
整
理
・
処
分
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
納
期
限
を
１
日
で
も

　
過
ぎ
る
と
「
滞
納
」
に

　
市
税
が
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
て
い

な
い
と
、
市
で
は
「
滞
納
」
と
し
て
事
務

　

市
が
提
供
す
る
社
会
福
祉
や
教
育
、
保
健
衛
生
、
道
路
整
備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
人
ひ
と
り
が
納
め
る
貴
重
な
税
金
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。
多
く
の
人
が
適
正
に
納
税
し
て
い
る
一
方
で
、
納

税
が
滞
る
人
も
い
ま
す
。
税
負
担
は
公
平
公
正
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
厳
し
い
姿
勢
で
市
税
の
滞
納
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

処
理
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
市
か
ら
市
税
を
滞
納
し
て
い
る

人
に
督
促
状
を
発
送
し
ま
す
。
督
促
状
を

受
け
る
人
に
は
督
促
手
数
料
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
税
の
ほ
か
に

年
14
・
６
％
の
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
納

税
す
る
人
に
と
っ
て
負
担
が
増
え
て
し
ま

い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
務
処
理
や
送
付
経

費
な
ど
に
、
余
分
な
税
金
を
使
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

市
税
は
、
納
期
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
収
納
率
１
０
０
％
に
向
け
て

　
平
成
23
年
度
の
市
税
の
収
納
額
は
、
１

３
０
億
６
４
７
７
万
円
で
、
収
納
率
は
約

93
・
５
％
（
平
成
23
年
度
の
課
税
分
は

98
・
２
％
）
で
し
た
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
24
年
度
に
繰
り
越
し

た
、
滞
納
さ
れ
た
市
税
の
額
は
約
８
億
５

０
０
０
万
円
で
す
。
こ
れ
は
平
成
24
年
度

の
商
工
費
の
予
算
額
と
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

適
正
な
納
税
が
あ
れ
ば
多
く
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
市
で
は
、
収

納
率
１
０
０
％
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

力
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
収
入
や
財
産
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
納
税
の
督
促
や
指
導
な
ど
に

応
じ
な
い
滞
納
者
に
は
、
き
然
と
し
た
態

度
で
対
応
し
、
滞
納
処
分
を
執
行
し
ま
す
。

　
滞
納
処
分
と
は
、
税
金
が
納
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
め
ら
れ
な
い
場
合
に
、
納
税
義

務
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
て
（
財
産
が

動
産
や
不
動
産
の
場
合
は
、
公
売
で
金
銭

に
換
え
て
か
ら
）
、
市
税
へ
充
て
る
こ
と

で
す
。

　
平
成
23
年
度
は
、
８
４
７
件
の
財
産
の

差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

財
産
調
査
や
差

し
押
さ
え
は
、
法

律
で
定
め
ら
れ

た
強
制
的
な
処

分
な
の
で
、
拒

否
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
。

　
納
期
内
に
自
主
納
付
を

　
納
税
は
自
主
納
付
が
原
則
で
す
。
市
で

は
、
自
主
的
な
納
税
を
推
進
す
る
た
め
、

口
座
振
替
の
推
奨
や
日
曜
納
税
窓
口
、
金

曜
夜
間
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
平
日

の
昼
間
に
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
は

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
納
税
は
口
座
振
替
を

　
口
座
振
替
は
、
一
度
手
続
き
を
行
え
ば

納
期
ご
と
に
市
役
所
や
各
支
所
、
金
融
機

関
に
出
向
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

　
ま
た
、
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
い

の
で
安
全
で
す
。
ぜ
ひ
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
租
税
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
市
で
は
、
小
学
生
に

税
の
役
割
や
仕
組
み
な

ど
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
租
税
教
育
推
進
協

議
会
と
連
携
し
て
租
税

教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
を
受
け
た
児
童

は
「
税
金
は
、
み
ん
な

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し

て
く
れ
る
、
と
て
も
大

切
な
も
の
だ
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
」

と
税
金
に
関
心
を
持
っ

て
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
納
税
が
困
難
な
と
き
は
ご
相
談

　
く
だ
さ
い

　
「
病
気
や
け
が
で
働
け
な
く
な
っ
た
」

「
失
業
や
事
業
不
振
な
ど
で
生
計
が
維
持

で
き
な
い
」「
災
害
や
盗
難
で
損
害
を
受

け
た
」。
こ
の
よ
う
な
事
情
で
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
で
き
な
い
時
は
、
そ
の
ま
ま

放
置
せ
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
個
別
の
事
情
ま
で
は
分
か
り

ま
せ
ん
の
で
、
ま
ず
は
、
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
納
税
課

　
納
税
に
関
す
る
こ
と
☎
32‐

２
０
１

４
、
口
座
振
替
に
関
す
る
こ
と
☎
32

‐

２
０
１
３

日曜納税
窓口

金曜夜間
窓口

口座振替
制度

　毎月、最終の日曜日（12月のみ第
３週）に納税窓口を開設しています。
とき　２月24日、３月31日午前９時
～午後４時

ところ　納税課（市役所２階１番窓
口）

とき　毎週金曜日（祝日、年末年始
を除く）午後７時まで

ところ　納税課
　申し込みにより、指定する金融機
関の口座から振替納付ができます。
取扱金融機関　中国銀行、津山信用
金庫、鳥取銀行、中国労働金庫、
山陰合同銀行、津山農業協同組合、
広島銀行、勝英農業協同組合、ト
マト銀行、ゆうちょ銀行

振替日　各納期限日

種類 内容

納期限の翌日
　税金の納期限を過ぎると、その
翌日から完納する日まで年14.6％
の延滞金がかかります。

督促
　税金が納期限までに納付されな
い場合は、督促状を発送します。
※督促手数料が１通に付き80円
かかります

催告・財産調査
　督促状によっても納税されない
場合は、電話や文書などで催告し
ます。
　また、勤務先に対して給与照会
を行うなど、財産調査を行います。
財産調査は、自宅や事務所内に立
ち入り捜索することもあります。

差し押さえ
　調査で見つかった財産を差し押
さえます。
※徴収職員は、財産調査や差し押
さえを行うために、裁判所の令
状や本人の承諾を得る必要はあ
りません

市税へ充当
　差し押さえた財産を市税に充当
します。

納
期
限
後
20
日

以
内
に
督
促
状
を

発
送
し
ま
す

督
促
状
の
発
送
か
ら
10
日
を
経
過
し
て

も
完
納
さ
れ
な
い
と
き
は
、
財
産
の
差
し

押
さ
え
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

滞納処分の流れ滞納処分の流れ

市
税
は
納
期
内
に
！

３
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

市
税　
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

軽
自
動
車
税
、
法
人
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料

さまざまな納付方法

※希望者には、夜間や土・日曜日、祝日にゆうちょ銀行
（郵便局）のATM（現金自動預払機）で利用できる振
替用紙を送付します
※詳しくは、お問い合わせください

市税の収納率と差押件数

19年平成 20年 21年 22年 23年
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特集

▶
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
使
っ
た
、
自
動
車
の

　

差
し
押
さ
え

※イメージ※イメージ ※イメージ

東小学校での租税教室東小学校での租税教室

指定期日：平成２５年 ○ 月 × 日（△）

　催　　告　　書

▲催告書（一部）▲催告書（一部）



市政だより

市民と市募集します市職員給与・定員管理などの状況をお知らせします
問人事課☎32-2043

　平成24年４月１日現在の市職員の給与状況と定員管理などを、市民の皆さんに、より理解していただくため、
お知らせします。
１．人件費（平成23年度普通会計決算）
 住民基本台帳人口 

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ） （平成23年度末）
 106,140人 44,450,781千円 1,589,626千円 7,792,449千円 17.5％
※歳出に対する人件費（市長などの特別職を含む）の割合です

５．初任給
 

区分
  一般行政職  技能労務職 教育職

  大卒 高卒 高卒 大卒
 津山市 　　172,200円 　　144,500円 　　144,500円 　　172,200円
 国 　　172,200円 　　140,100円 ― ―

③その他手当
 手当名 内容など
 地域手当 主に民間賃金の高い地域に勤務する職員に支給（支給率：岡山市在勤者３％、東京都
  特別区在勤者18％）
 扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により扶養親族１人に付き6,500円～13,000円
 住居手当 持ち家、借家などの区分により2,000円～27,500円
 通勤手当 距離や通勤用具の区分により5,300円～55,000円
 時間外勤務手当 正規の勤務時間を超えて勤務した職員に支給（支給割合：125/100～160/100）
 特殊勤務手当 滞納整理業務手当、廃棄物処理業務手当、保健指導業務手当など13種類

９．職員数の推移
 区分 平成16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 計
 職員数 1,036人 1,009人 991人 968人 949人 923人 903人 892人 881人
 増減  △27人 △18人 △23人 △19人 △26人 △20人 △11人 △11人 △155人
※職員数は一般職に属する職員で、教育長を除き、一部事務組合などへの派遣職員を含みます
※増減は、各年の欄には対前年比の職員増減数、計の欄には現年までの職員増減数の累計を記載しています

10.職員の分限と懲戒処分の状況（平成23年４月１日～平成24年３月31日）
 ①分限処分の状況
 区分 降任 免職 休職 降級 計
 被処分者数 0人 0人 7人 0人 7人

②懲戒処分の状況
 区分 戒告 減給 停職 免職 計
 被処分者数 0人 0人 0人 0人 0人

 職員数  給与費  一人当たり給与費
 （Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） （Ｂ/Ａ）
 787人 3,112,901千円    510,188千円 1,111,427千円 4,734,516千円 6,016千円

２．職員給与費（平成23年度普通会計決算）

※職員手当には退職手当を含みません
※職員数は、平成23年４月１日現在の人数です

 区分 津山市 全国市平均
 平成19年度   99.4 97.9
 平成20年度 100.0 98.3
 平成21年度 100.7 98.4
 平成22年度 101.6 98.8
 平成23年度 101.8 98.8

３．ラスパイレス指数（各年４月１日現在）

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と
　した場合の地方公務員の給与水準を示す指数です

②退職手当
 区分 自己都合 勧奨・定年
 勤続20年 23.50月分 30.55月分
 勤続25年 33.50月分 41.34月分
 勤続35年 47.50月分 59.28月分
 最高限度額 59.28月分 59.28月分

 手当名 月数
 期末手当 2.60月分
 勤勉手当 1.35月分

６．職員手当（平成24年12月１日現在）
①期末手当・勤勉手当　

※期末・勤勉手当は国と同じ

3.95月分
（平成24年12月１日現在）

８．職員数の状況
  

※職員数は、各年の地方公共団体定員管理調査の一般職に属する職員数で、教育長を含みます
※[　　]内は、条例定数の合計です

職員数

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
計

教育部門
小計
水道
下水道
その他
小計

平成24年
 9人
 167人
  56人
 118人
  91人
   6人
  59人
  30人
  93人
  629人
 154人
 783人
  34人
  23人
  40人
  97人
 880人
［1,080人］

平成23年
 9人
 163人
  56人
 118人
 98人
 7人
  60人
  30人
  94人
 635人
 153人
 788人
 39人
 23人
 41人
 103人
 891人
［1,080人］

対前年増減数

 0人
 4人
 0人
 0人
 △7人
 △1人
 △1人
 0人
 △1人
 △6人
 　1人
 △5人
 △5人
 0人
 △1人
 △6人
 
△11人

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

合計

区分
部門

市政だよりCity Information

４．職員の平均年齢、平均給料月額（平成24年４月１日現在）
 

区分
 一般行政職 技能労務職 教育職

  平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額
 津山市 42.3歳 331,800円 50.0歳 354,900円 43.7歳 333,412円
 国 42.8歳 329,917円 49.7歳 285,030円 ― ―

７．特別職の報酬など
  区分  給料月額など 期末手当など
 

給料
 市　長 686,000円（30％減額後の額）

  副市長 663,000円（15％減額後の額）
  議　長 555,000円
 報酬 副議長 515,000円  3.6月分　
  議　員 465,000円
 退職手当 市　長 月額給料×在職月数×0.53×0.5（支給時期：任期満了または退職時）
 （算定方式） 副市長 月額給料×在職月数×0.35×0.85（支給時期：任期満了または退職時）
※退職手当の算定方式は、特例条例適用後のものです
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市民と市募集します計画の変更原案の縦覧のお知らせ
　津山広域都市計画と津山市公共下水道事業計画・津山市特定環境保全公共下水道計画の変更原案の縦覧を行
います。
　また、津山広域都市計画の公聴会を開催します。公聴会に出席して意見を述べようとする人は、事前に公述
申立書を提出してください。

　市国民健康保険では、被保険者の皆さんの治療にかかる費用を軽減する対策として、現在処方されている医
薬品をジェネリック医薬品（後発医薬品）に切り替えた場合、薬代がどれくらい削減できるのかをお知らせす
る「ジェネリック医薬品差額通知書」を送付します。

場合は、公述人を選定し公述時間を制限すること
があります。また、原案に関係のない意見は述べ
られません
公聴会の傍聴　定員80人（先着順）
※縦覧期間中に公述申立書の提出がなかった場合は、
公聴会を中止します。その場合は、市ホームペー
ジでお知らせします
問〒708-8501津山市山北520都市計画課☎32-20
　96 

■原案の縦覧
とき　３月１日㈮～14日㈭の執務時間内（変更にな
る場合があります）
ところ　下水道課（市役所６階）
※日時は、市ホームページでお知らせします

問下水道課☎32-2101 

軽自動車の変更手続き
　軽自動車税は、毎年４月
１日現在の所有者に対して
課税されます。
　市外への転出や所有者の
死亡、車両の譲渡や廃棄な
どの手続きは３月31日ま
でに行ってください。
注意すること
・市民課で転出や死亡などの届け出をしても、軽自
動車の登録情報は変更できません
・個人売買をした時は名義変更の届け出が必要です
・新しく所有者となった人は、15日以内に手続きが
必要です

問原動機付自転車（125cc以下）・小型特殊自動
車（農耕者を含む）＝税制課（市役所２階２番窓
口）☎32-2017、または各支所市民生活課、自
動二輪車（125cc超）＝中国運輸局岡山運輸支
局（岡山市）☎050-5540-2072、軽自動車＝軽
自動車検査協会岡山事務所（岡山市）☎086-
　245-3600

津山市男女共同参画まちづくり審議会委員の募集

　男女が互いに人権を尊重しつつ、責任を分かち合
い、性別に関わりなく、その個性と能力を十分に発
揮できる男女共同参画社会の実現に向けて、審議会
委員として参画する人を募集します。
応募資格　平成25年４月１日現在、20歳以上71歳
未満で、市内に在住している男女共同参画の推進
に関心がある人
募集人員　２人以内
任期　委嘱日から平成27年３月まで
報酬　日額7,100円
審議会　年２回程度開催予定
応募方法　任意の様式に①住所②名前（ふりがな）
③生年月日④性別⑤電話番号⑥職業または勤務先
（学生の場合は学校名）⑦小論文「私が考える男
女共同参画」（原稿用紙１～２枚程度）を記載し
て郵送または直接応募
締め切り　３月８日㈮
※結果は文書で通知します（応募書類は返却しませ
ん）

　就職したり、家族の社会保険の扶養に入ったりす
るなど、国民健康保険以外の保険に加入して、新し
い保険証ができたときは、国民健康保険を脱退する
届け出が必要です。
　重複して保険に加入していると、保険料が二重に
かかることがあります。
　また、重複して加入している状態で、国民健康保
険を使用すると、医療費の返還を求めることがあり
ますので、ご注意ください。

届出方法　保険年金課または、各支所市民生活課で
届け出る

持ってくるもの　国民健康保険の保険証、新しく加
入した保険証、世帯主の印鑑

　国民年金保険料の納付は、支払いの手間や時間が
省ける「口座振替」が便利です。
　また、口座振替で１年分・６カ月分の保険料の前
納や、早割制度（当月保険料を当月末引き落とし）
を利用すると、保険料の割引が受けられます。

申込方法　保険年金課、津山年金事務所に備え付け
の口座振替申出書に記入

　・押印し、申し込む
※口座振替による１年・６
カ月前納（４月末日振替）

　の申し込みは、２月28
日㈭まで受け付けていま
す

　髙山幸之輔選挙管理委員会委員長の任期満了に伴
い、有木高志さんが委員長に選任されました。また、
内田晶二さんが委員長職務代理者に指定されました。

任期　平成24年12月26日～平成28年12月25日

問選挙管理委員会☎32-2143

問〒708-8520津山市新魚町17男女共同参画セン
ター「さん・さん」（アルネ・津山５階）☎31-2533

国民健康保険高齢受給者証の再発行
問保険年金課（市役所1階７番窓口）☎32-2071、
または各支所市民生活課

国民年金保険料の納付は口座振替で
問保険年金課（市役所1階６番窓口）☎32-2072、
津山年金事務所（田町）☎31-2360

津山広域都市計画
■変更・縦覧内容
用途地域の変更　西今町の一部を第一種住居地域か
ら近隣商業地域に、西寺町の一部を近隣商業地域
から第一種住居地域に変更
準防火地域の変更　山下、西今町、西寺町の各地区
の一部を変更
■原案の縦覧・公述申立書
とき　２月22日㈮～３月８日㈮の執務時間内
ところ　都市計画課（市役所５階）
申立書の提出方法　都市計画課に備え付けの用紙に
意見を記入し、直接または郵送で提出
締め切り　３月８日㈮午後５時15分必着
■公聴会
とき　５月９日㈭午後２～４時
ところ　津山市総合福祉会館
公述人の選定　公述申立書を提出した人が、多数の

Ｑ．ジェネリック医薬品って何？
Ａ．ジェネリック医薬品とは、効き目や安全性が実証
されている薬と主成分が同じであることなどが審査
され、厚生労働省により製造・販売が承認された安
価な薬のことです
Ｑ．どうやって処方してもらうの？
Ａ．病院・診療所や薬局で、医師・薬剤師に「ジェネ
リックに替えられますか」と相談し、納得したうえ
で処方してもらいましょう

送付時期　３月下旬
対象　市国民健康保険に加入している41歳～65歳の
人で、薬代の削減が見込める人

ジェネリック医薬品差額通知を始めます
問保険年金課（市役所１階７番窓口）☎32-2071

選挙管理委員会委員長と職務代理者が決まりました

内田晶二さん有木高志さん

通知書の一部（見本）

津山市公共下水道事業計画・
津山市特定環境保全公共下水道計画

国保　一郎　様
平成25年 1月処方分
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市
教
育
委
員
会
で
は
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
、
未
来
へ
つ
な
ぐ

力
を
育
む
」
を
教
育
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
児
童
・
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
教
育
内
容
の
充

実
と
教
員
の
指
導
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
取
組
を
「
げ
ん
ぽ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
て
、
３
つ
の
提
案
と
６

つ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
つ
の
提
案
の
実
践
例

 

提
案
１ 

学
習
環
境
を
整
え
る

　
　
　
　
　

 

（
小
・
中
学
校
の
連
携
を
深
め
る
）

　
市
内
で
取
り
組
む
小
・
中
学
校
連
携
事
業
の
う
ち
、
加
茂
・

阿
波
小
学
校
と
加
茂
中
学
校
で
は
、
中
学
校
の
教
員
が
小
学
校

に
出
向
き
、
外
国
語
の
授
業
を
行
っ
た
り
、
教
員
が
合
同
で
研

修
会
を
実
施
し
た
り
す
る
な
ど
、
実
践
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
・
中
学
校
の
垣
根
を
越
え
て
学
習
内
容
を
工
夫
す
る
こ
と

で
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
や
、
９
年
間
を
見
通
し
た
授
業
づ

く
り
が
行
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
学
習
環
境
が
さ
ら
に
充
実

し
、
成
果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

 

提
案
２ 

活
力
あ
る
学
び
を
つ
く
る

 

（
表
現
す
る
力
や
規
範
意
識
を
高
め
る
）

　
久
米
中
学
校
で
は
、
机
を
コ
の
字
型
に
配
置
し
て
、
生
徒
が

互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た
課
題
を
討
議
し
て
い
く

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
「
生
徒
が
自
ら
考

え
、
表
現
す
る
力
」
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
鶴
山
中
学
校
で
は
、
規
範
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
道
徳
教
育
の
授
業
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
出
来
事

を
題
材
に
し
て
生
徒
の
活
発
な
発
言
を
引
き
出
す
授
業
づ
く
り

は
、
岡
山
県
の
道
徳
教
育
の
研
究
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

提
案
３ 

家
庭
地
域
と
共
に
育
て
る

 

（
家
庭
で
の
学
習
時
間
の
充
実
）

　
「
毎
日
、
家
庭
学
習
を
す
る
」
を
目
標
に
、
家
庭
学
習
の

大
切
さ
と
保
護
者
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
示
し
た
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
、
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
庭
学
習
や
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
の
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
家
庭
学
習
の
仕
方
な
ど
を
学
級
で
話
し
合
う
こ
と

で
児
童
生
徒
の
や
る
気
を
掘
り
起
こ
し
て
、
家
庭
学
習
０
時

間
を
解
消
す
る
な
ど
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て
、
毎
日
、

宿
題
を
す
る
津
山
っ
子
を
育
て
て
い
ま
す
。

学
び
を
高
め
る
授
業・学
校
づ
く
り

問
学
校
教
育
課
☎
32‐

２
１
１
５

市民と市募集します身近な環境のこと、考えていきましょう
問環境生活課☎32-2051

　
市
で
は
、
皆
さ
ん
に
地
球
環
境
問
題
を
身
近
に
考
え
て
も
ら
う
た
め
、

次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
環
境
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
る
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
講
演
会
・
作
品
展

　
夏
場
の
電
力
消
費
量
を
抑
え
る
た
め
に
、

市
民
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
を
呼

び
掛
け
、
栽
培
講
習
会
を
開
催
し
た
り
、

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
写
真
を
募
集
し
て

「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
作
品
展
」
を
実
施

し
た
り
し
て
い
ま
す
。

■
環
境
体
験
ツ
ア
ー
「
水
の
学
校
」

　
小
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
、
吉

井
川
と
そ
の
支
流
で
水
質
調
査
や
水

生
生
物
の
生
息
調
査
を
行
う
こ
と
で
、

水
質
保
全
の
重
要
性
や
自
然
を
保
護

し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で

い
ま
す
。

■
環
境
体
験
ツ
ア
ー
「
森
の
学
校
」

　
小
学
生
と
保
護
者
が
里
山
を
散
策

し
て
自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
る

と
と
も
に
、
炭
焼
き
体
験
や
広
葉
樹

の
植
樹
を
行
う
こ
と
で
、
豊
か
な
自

然
を
守
る
こ
と
の
重
要
性
を
学
ん
で

い
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
啓
発
番
組

　
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
に
あ
た
る
12
月
に
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
エ
フ
エ
ム
を
通
じ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
番
組

を
放
送
し
て
い
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
防
止
出
前
講
座

　
市
民
劇
団
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
を
題
材
に
し
た
劇
を
上
演
し
て
い

ま
す
。

※

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら

の
拠
出
金
を
受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す

げんぽくんの母
げんぽくん

自
分
か
ら
勉
強
す

る
よ
う
に
な
っ
て

一
安
心
だ
わ

津山っ子の学びを高める “３つの提案と６つの取組”

重点的な６つの取組（３つの提案を学校・教員が具体化する取組です）
●学習や生活のルールを全教職員で共有し、児童生徒や保護者へ提示し
ましょう
●授業の中で学習のめあてを持たせ、めあてについて振り返る場を設定
しましょう
●言語活動を充実するために、子どもの意見を引き出し、意見の根拠や
違いについて話し合う活動を大切にしましょう
●学習のねらいに応じて、ペアやグループ、集団討議、ＩＣＴ（情報通信
技術）活用などによる多様な学習を工夫して取り入れましょう
●授業で学んだことを振り返ることができるような家庭学習の仕方を具
体的に提示しましょう
●家庭地域と共に育てるために、ホームページや通信などで子どもの姿
が見えるようにしましょう

提案１
学習環境を整える

提案２

●表現する力の育成
●多様な学習形態

活力ある学びをつくる
提案３

●授業と家庭学習をつなぐ
●情報の発信と共有

家庭地域と共に育てる

●落ち着きのある教室
●基礎基本の定着

フェイスブックを始めました
問秘書広報室☎32-2029

　市では、皆さんに市政をより身近に感じても
らうため、フェイスブックページを使った情報
発信を始めました。皆さんの“いいね”“コメント”
“シェア”をお待ちしています。

フェイスブックって何？
　インターネットを使った交流サービスです。個人や団体が実
名を使用して発信する情報を見た人が“いいね”や“コメン
ト”などの反応をすることができます。その情報や反応がフェ
イスブック参加者の中でつながっていきます。
市では、どんな情報を発信するの？
　市が行うイベントや行事、市政に関すること、津山市の魅力
などの情報を、複数の部署から発信します。
どうすればフェイスブッ
クを見ることができる
の？
　市ホームページのトッ
プ画面の右側に入り口を
設置しています。そこか
らもアクセスできます。
※24ページにQRコード有

狩猟期間は３月15日まで
問森林課☎32-2078

　県では、鳥獣による農作物などへの被
害を防止するため、イノシシとシカの狩
猟期間を延長しています。
　ハイキングや山菜取りなどで山へ出掛
ける時は、目立つ色の服を着用するなど、
事故に遭わないように心掛けましょう。
　また、狩猟をする人は、ルールとマナ
ーをしっかり守って、事故を起こさない
ように注意しましょう。
狩猟期間　３月15日㈮まで
対象鳥獣　イノシシ、シカ

※イノシシやシ
カの生息密度
を適正にする
ための対策で
す。ご理解を
お願いします

狩猟に関する問い合わせ先　美作県民局
森林企画課☎23-1384▲市ホームページのトップ画面

ここを
クリック



木の良さを知ってほしい

新春を爽やかに走って祝う

第17回つやまロボットコンテスト

第15回津山こどもオンステージ

津山市消防出初式

勝北新春ミニマラソン大会

新春津山川柳大会

新成人、気持ち新たに大人の仲間入り

年末に響く火の用心の声

蘇る幻の織物「倭文織」

「魅せろ!!江戸一目図屏
風　平成の絵師ロボコ
ン」と題し、41チーム
が参加。どのチームもロ
ボットに工夫を凝らして
相手より早く屏風を完成
させようとしていました。 

　子どもを対象に津山市
内外で活動する８つの団
体の発表会。歌やダンス、
太鼓、舞踊など日頃の練
習の成果を披露し、可愛
い演技に会場からは温か
い拍手が送られました。 

　消防団員や自主防犯・
防災組織など総員約
1,100人が参加しました。
参加者は規律正しい行進
や一斉放水を行い、防
災・防火に努める決意を
新たにしたようでした。 

　小学生から一般まで約
130人が２キロと３キロ
のコースで健脚を競いま
した。親子で参加する
ファミリーの部では、励
まし合いながら、笑顔で
走る姿が印象的でした。 

　県内外から参加した132
人の俳人が「美作」など
８つの題に沿って投句し
ました。披講では、生活
の一部を切り取った微笑
ましい句に、温かい笑い
が起きていました。 

　１月６日、津山市弓道場で岡山県産木材の持つ温
かみや優しさを再認識してもらおうと、小学生を対
象に木工細工教室が行われました。 
　参加者は、さまざまな形をした木材に色を付けて、
干支のヘビや魚、サイコロなどのキーホルダーを作
りました。 
　中には、正月らしく絵馬に見立てて「勉強ができ
ますように」や「武道がもっと上手になりたい」な
ど、願いごとや今年の抱負を書く子どもたちもいま
した。 
 

　１月１日、新年の澄み切った青空の下、294人
の市民ランナーが、グリーンヒルズ津山リージョ
ンセンターを発着点に約３キロのコースを軽快に
走り抜けました。ゴール付近では「がんばって
～」などの声援が聞こえる、とても和やかな大会
となりました。 
　京都から帰省した家族と３世代で参加した石本
知也さん（横山）は「家族そろって走れることが、
とてもうれしい。来年もまた、元気に孫と走りた
い」と話してくれました。 

　12月29日、田中町内会子ども会（小田中）の小
学生約40人が年末夜警の夜回りを行いました。 
　年末の冷え込む空の下、参加した子どもたちは
２班に分かれて「火の用心、マッチ一本火事の
元」と拍子木を打ちながら、家々に防火・防犯を
呼び掛けました。 
　参加した、中島桃花さん・吉田世名さん（北小
６年生）は「家族みんなで気を付けて、火事の無
い、楽しいお正月を迎えてほしい」と笑顔で答え
てくれました。 

　12月15～24日、城東むかし町家（旧梶村家住
宅・東新町）で、美作地方に古くから伝わる織物
や現代染物作家の作品展が開催されました。 
　江戸時代の商人屋敷の面影を残す趣のある会場
では、作州絣やさをり織の着物・マフラーなどが
展示され、訪れた人の目を楽しませていました。 
　また、倭文地区に伝わる幻の織物・倭文織の
ワークショップも行われ、参加者は、倭文織の復
元に取り組む地元住民の指導を受けながら、質素
ながらも独特の味わいのある倭文織作りを体験し
ました。 

第63回津山市成人を祝う会 

かすり 

12月16日 　地域交流センター（アルネ津山4階） 

12月23日 　津山文化センター 

１月13日 　吉井川河川敷 

１月20日 　勝北総合スポーツ公園 

１月20日 　津山市総合福祉会館 

津山市弓道場木工細工チャレンジ 

第41回津山市元旦走り初め大会 

田中町内会年末夜警・子ども夜回り 

P  H  O  T  O 

R    E    P    O  

ふぉと
るぽ

ふぉと
るぽ

美作国の織と色彩 

よみがえ し　ず　おり 

　１月13日、津山総合体育館で津山市成人を祝う会が行わ
れました。 
　今年、津山市で新成人になったのは1,064人(男500人・女
564人)。会場前では、参加者が旧友との再会に心弾ませて
いるようで、笑顔が飛び交っていました。 
　式典では、厳粛な雰囲気の中、新成人を代表して豊島彩さ
ん（西中）が「これからも感謝の気持ちを忘れず、自覚と責
任を持ってそれぞれ大人の道を歩んでいきます」と謝辞を述
べ、参加者は大人になった決意を新たにしているようでした。 
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力
的
な
の
で
、
こ
の
活
動
を
支
え
る
大
き

な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
行
事
が
重
な
り
、

人
数
が
集
ま
ら
な
く
て
困
っ
た
時
も
、
だ

れ
か
が
必
ず
助
け
て
く
れ
る
の
で
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
目
指
す
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
学
校
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
拠
点

の
一
つ
と
な
る
こ
と
で
す
ね
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
か
ら
見
守
ら
れ
、

大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
。
学

校
も
地
域
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と

で
授
業
が
よ
り
充
実
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
学
校
が
生
き
が
い
の
場
と
な
る
な
ど
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、
地
域
が
盛
り
上
が

っ
て
い
く
と
い
い
で
す
ね
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
な
り
、

地
元
を
離
れ
て
も
「
こ
の
地
域
に
い
つ
か

は
帰
っ
て
来
た
い
」「
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
や
り
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い

で
す
。

何
事
に
も
前

向
き
な
菊
岡

さ
ん
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
、

学
校
や
地
域

へ
の
温
か
い

愛
情
を
感
じ

る
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
し
た
。

理
科
の
実
験
な
ど
の
授
業
で
、
子
ど
も
た

ち
に
や
り
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
、
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
な
時
に
手
伝
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
探
検
を
す
る
時
に
は
、

引
率
の
補
助
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
し
て
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な

っ
た
の
で
す
か
？

　
３
年
ほ
ど
前
、
地
域
の
会
議
で
「
地
域

を
盛
り
上
げ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
」
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
ほ
か
の
地
域
で
は
、
学
校
支
援
で
地

域
が
盛
り
上
が
っ
た
」
と
い
う
話
が
出
て
、

取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
初
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
す
る
お
手
伝
い
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
学
校
へ
行
く
回
数
が
増
え
、
学
校

や
地
域
の
人
に
顔
見
知
り
も
増
え
ま
し
た
。

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
一
宮
小
学
校
が

市
の
学
校
支
援
の
モ
デ
ル
校
に
な
っ
た
時
、

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
引
き
受
け
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

や
り
が
い
は
何
で
す
か
？

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
人
か
ら
「
役
に

立
て
て
う
れ
し
い
」「
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
で
元
気
を
も
ら
っ
た
」
や
、
先
生
か
ら

「
支
援
が
ほ
し
い
時
に
、
授
業
を
助
け
て

も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
っ

た
り
、
地
域
の
人
が
学
校
に
来
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
い
る
姿
を
見
た
り

す
る
と
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
は
熱
心
で
協

地
域
の
人
が
学
校
の
活
動
や
授
業
に
参
加

す
る「
学
校
支
援
」に
取
り
組
む
一
宮
小
学

校
で
、地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活

動
す
る
菊
岡
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
、ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
一
宮
小
学
校
で
は
、
約
２
５
０
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
授
業
支
援
、
登
下
校
時
の

見
守
り
、
本
の
読
み
聞
か
せ
、
環
境
整
備

な
ど
の
学
校
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
学
校
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、

学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
つ
な
ぐ
こ
と
が

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
で
す
。

授
業
支
援
と
は
ど
ん
な
活
動
で
す
か
？

　
家
庭
科
の
ミ
シ
ン
学
習
や
調
理
実
習
、

一
宮
小
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

　

地
域
コ
�
デ
�
ネ
�
タ
�

菊
岡
美
和
さ
ん
（
小
原
）

教えて、津山市の独自事業①教えて、津山市の独自事業①Vol.11
きらめく

津山

きらめく

津山津山人人人
地
域
と
学
校
を
つ
な
げ
た
い

地
域
と
学
校
を
つ
な
げ
た
い

問美作国建国1300年記念事業推進室☎32-7002

どれも、これも
楽しみじゃ。こ
の事業を通じて
多くの人が津山
に来てくれると
いいの～

　美作国建国1300年記念事業として、津山市では12の事業に取り組みます。今回は、そのうち６つの事業を
紹介します。

　
美
作
国
内
に
設
置
さ
れ
た
場
所（
登

録
ポ
イ
ン
ト
）な
ど
を
巡
る
ス
タ
ン

プ
・
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。

と
き　
４
月
３
日
㈬
〜
平
成
26
年
１

月
15
日
㈬

参
加
手
順

お
も
し
ろ
ラ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー

ト
を
手
に
入
れ
ま
す

登
録
ポ
イ
ン
ト
を
巡
っ
て
、

ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
写
真
を

撮
っ
た
り
し
て
応
募
ポ
イ
ン

ト
を
獲
得
し
ま
す

賞
品
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
必

要
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
て
応
募

し
ま
す

抽
選
で
、
美
作
国
内
に

あ
る
旅
館
や
ホ
テ
ル
の

宿
泊
券
や
入
浴
券
な
ど

が
当
た
り
ま
す

問
美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
☎
35‐

３
４
３
４

教えて、津山市の独自事業①

「さくら」によるまちづくりの全国会議
第21回　全国さくらサミットin津山

　「さくら」によるまちづくり
を行っている全国の自治体が
集まり、会議やエスカーショ
ン（参加者も活発に意見を交
わすなど、体験や理解を深め
ていく現地説明会）などを行
います。
とき　４月７日㈰・８日㈪
ところ　津山国際ホテルほか

美作国建国1300年記念津山、歴史と文化の
再発見ツアー

　美作国建国1300年の歴史に
ゆかりのある地や文化を感じて
もらえる観光ルートを開発して、
バスツアーや観光タクシーで訪
れてもらいます。

陶棺復元プロジェクトと美作の陶棺展

　水原古墳（新野山形）から出
土した陶棺（東京国立博物館所
蔵）の複製を制作・展示します。
また、陶棺に関する講演会やシ
ンポジウムを開催します。

▲理科の授業支援の様子

ふるさと
再発見
ふるさと
再発見
美
作
国
お
も
し
ろ
ラ
リ
ー

美
作
国
お
も
し
ろ
ラ
リ
ー

美
作
国
お
も
し
ろ
ラ
リ
ー

美作国建国1300年記念グルメでおもてなし

　美作地域で古くから受け
継がれてきた地元の食材を
生かして、津山を感じられ
る弁当を開発し、ご当地弁
当として売り出します。
　また、建国1300年を記
念した創作料理でもてなし
ます。

今蘇る古の味、醍醐
～過去から現代への贈り物と新しい発見～

　美作国建国当時、貴族の間
で珍重されていたと伝わる、
牛乳を使って作られた食べ物
「醍醐」を再現し、スイーツ
などに混ぜることで、現代版
醍醐として蘇らせます。

「新美作略史」出版事業

　明治時代に出版された歴史
書「美作略史」（矢吹正則
著）に、明治以降の歴史研究
によって収集された資料を併
せて「新美作略史」として編
纂します。
さん

よみがえ いにしえ だ い ご
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け
い
じ
ば
ん

け
い
じ
ば
ん

お
知
ら
せ

無
料
調
停
相
談
会

と
き　
２
月
22
日
㈮
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

問
岡
山
地
方
裁
判
所
津
山
支
部

　

☎
22
‐
９
３
２
６

精
神
障
害
者
の
家
族

交
流
会
・
研
修
会

　
精
神
疾
患
の
人
を
支
援
し
て
い

る
家
族
同
士
の
交
流
会
と
、
支
援

の
悩
み
や
相
談
に
関
す
る
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
３
月
９
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
東
庁
舎
１
階

演
題　
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

講
師　
安
東
佳
美
さ
ん
（
岡
山
パ

ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
）

対
象　
精
神
障
害
者
の
家
族

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

締
め
切
り　
３
月
１
日
㈮

※
当
日
参
加
も
可

問
障
害
福
祉
課
☎
32
‐
２
０
６
７
、

健
康
増
進
課
☎
32
‐
２
０
６
９

筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
患
者
に

対
す
る
療
育
相
談
検
診

　
患
者
と
家
族
の
療
養
生
活
の
向

上
を
目
指
し
、
相
談
や
検
診
、
療

育
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

と
き　
３
月
９
日
㈯
午
前
９
時
30

分
受
付
、
午
前
10
時
～
午
後
２

時
と
こ
ろ　
独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
南
岡
山
医
療
セ
ン
タ
ー

研
修
棟
王
山
荘
（
早
島
町
）

対
象　
県
内
に
在
住
す
る
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ
ー
の
患
者
や
そ
の
疑

い
の
あ
る
人
と
、
そ
の
家
族

内
容　
医
療
相
談
、
理
学
・
言
語
・

作
業
療
法
相
談
、
口こ

う
く
う腔

ケ
ア
指

導
、
教
育
や
福
祉
な
ど
の
相
談

検
診
料　
無
料

持
っ
て
く
る
も
の　
健
康
保
険
証
、

身
体
障
害
者
手
帳

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
申
し
込
む

問
社
団
法
人
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ

　

ィ
ー
協
会
岡
山
県
支
部
☎
・
薨

　

０
８
６
‐
２
７
５
‐
３
４
５
２

分
か
ち
合
い
の
会

　
大
切
な
人
を
自
死
（
自
殺
）
で

亡
く
し
た
人
た
ち
が
悲
し
み
や
苦

し
み
を
分
か
ち
合
い
、
共
に
支
え

合
う
こ
と
が
目
的
の
会
で
す
。

と
き　
３
月
15
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
美
作
保
健
所（
椿
高
下
）

講
師　
川
﨑
政
宏
さ
ん（
弁
護
士・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
か
や
ま
犯
罪
被

害
者
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

問
岡
山
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン

　

タ
ー
☎
０
８
６
‐
２
４
６
‐
６

　

２
８
４
薨
０
８
６
‐
２
４
６
‐

　

６
２
８
５
*nanbyou@

oka

　

kenko.jp

母
子
家
庭
新
入
学
児
童

お
祝
い
会

と
き　
３
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～
３
時

と
こ
ろ　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

対
象　
平
成
25
年
度
、
小
学
校
に

入
学
す
る
子
ど
も
を
持
つ
、
市

内
の
母
子
家
庭

申
込
方
法　
母
子
会
地
区
役
員
ま

た
は
、
こ
ど
も
課
へ
直
接
申
し

込
む

締
め
切
り　
２
月
20
日
㈬

問
こ
ど
も
課
（
津
山
す
こ
や
か
・

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）
☎
32
‐

２
０
６
５

と
こ
ろ　

勝
北
陶
芸
の
里
工
房

（
杉
宮
）

対
象　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

保
護
者

定
員　
15
組
（
１
組
３
人
ま
で
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
費　
大
人
＝
１
２
０
０
円
、

子
ど
も
＝
７
０
０
円

申
込
方
法　
参
加
者
の
①
住
所
②

氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
を
記

入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む

締
め
切
り　
３
月
１
日
㈮
必
着

問
〒
７
０
８
‐
１
２
０
５
津
山
市

新
野
東
５
６
７
勝
北
支
所
市
民

　

生
活
課
☎
32
‐
７
０
２
３
薨
36

‐
６
９
０
１
*sh-shim

in@

　

city.tsuyam
a.okayam

a.jp

放
送
大
学
平
成
25
年
度

第
１
学
期（
４
月
入
学
）学
生

　
放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル

放
送
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
が
受

け
ら
れ
る
通
信
制
大
学
で
す
。
１

科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。

科
目　
実
践
英
語
や
発
達
心
理
学

概
論
な
ど
約
３
０
０
科
目

締
め
切
り　
２
月
28
日
㈭

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
岡
山
市
）
☎
０
８
６
‐
２
５

　

４
‐
９
２
４
０

働
者
や
事
業
主
か
ら
の
相
談
を
、

面
談
や
電
話
で
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
内
容　
労
働
条
件
（
解
雇
や

雇
い
止
め
、
配
置
転
換
、
賃
金

の
引
き
下
げ
な
ど
）、
労
働
問

題
（
募
集
や
採
用
、
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
）
ほ
か

問
岡
山
労
働
局
（
岡
山
市
）
☎
０

　

８
６
‐
２
２
５
‐
２
０
１
７

募　
　
集

育
英
会
東
京
寮
新
入
寮
生

応
募
資
格　
県
内
に
居
住
す
る
世

帯
の
男
子
で
、
次
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
①
平
成
25
年
４
月
に

東
京
都
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
所

在
す
る
大
学（
夜
間
部
を
含
む
）

に
１
年
次
生
と
し
て
入
学
す
る

②
心
身
と
も
に
健
全
で
共
同
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
③
勉

学
に
熱
意
が
あ
る
④
寮
費
や
食

費
な
ど
を
遅
滞
な
く
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
⑤
独
立
の
生
計
を

営
む
確
実
な
保
証
人
が
い
る

募
集
人
数　
約
30
人

応
募
方
法　
①
入
寮
願
②
履
歴
書

及
び
家
庭
調
書
③
調
査
書
④
健

康
診
断
書
（
平
成
25
年
３
月
卒

業
見
込
み
の
人
は
不
要
）
を
郵

送
で
提
出

締
め
切
り　
２
月
28
日
㈭

選
考
方
法　
書
類
・
面
接
選
考

所
在
地　
東
京
都
港
区
高
輪
３
丁

目
14
番
21
号

費
用　
寮
費
年
額
16
万
８
千
円
、

食
費
月
額
２
万
１
千
円
（
１
日

朝
夕
２
食
）

※
詳
し
く
は
、
所
属
す
る
高
校
や

岡
山
県
育
英
会
で
配
布
す
る
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
〒
７
０
０
‐
８
５
７
０
岡
山
市

北
区
内
山
下
２
‐
４
‐
６
財
団

　

法
人
岡
山
県
育
英
会
（
岡
山
県

　

教
育
庁
内
）
☎
０
８
６
‐
２
２

　

６
‐
７
５
９
８

春
の
親
子
陶
芸
教
室
受
講
生

と
き　
３
月
20
日
㈷
午
前
10
時
～

正
午

日曜納税窓口
２月24日㈰ 午前9時～午後４時
納税課（市役所2階1番窓口）

● 国民健康保険料
  （普通徴収） ８期
● 後期高齢者医療保険料
  （普通徴収） ８期
● 介護保険料
  （普通徴収） ９期

（納期限：２月28日㈭）
２ 月　の　納　税

人口 106,556 人 (前月比△13)
　男 50,924 人 (同△6)
　女 55,632 人 (同△7）
世帯 44,384 世帯（同＋3）
転入 189 人 転出 172 人
出生 81 人 死亡 111　人

12月中のひとの動き
（１月１日現在）

理
事
長
）

参
加
料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

問
美
作
保
健
所
☎
23
‐
０
１
４
５

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

と
き　
３
月
16
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時

と
こ
ろ　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

応
談
者　
弁
護
士
・
司
法
書
士

申
込
方
法　
当
日
会
場
で
申
し
込

む
（
先
着
順
）

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

問
県
く
ら
し
安
全
安
心
課
☎
０
８

　

６
‐
２
２
６
‐
７
３
４
６

就
労
支
援
専
門
員
に

よ
る
相
談
会

と
き　
３
月
19
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時

と
こ
ろ　
美
作
保
健
所

対
象　
難
病
を
持
つ
人

参
加
料　
無
料

1� 2013.2 142013.2

パ
ワ
ハ
ラ
予
防
・
解
決
の
た
め
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
開
設

　
厚
生
労

働
省
で
は
、

職
場
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

の
予
防
・

解
決
に
向

け
た
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
明
る
い
職
場
応
援

団
」（http://w

w
w
.no-paw

a
hara.m

hlw
.go.jp/

）
を
開
設
し

ま
し
た
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
岡
山
労
働
局
で
は
、
労

（
有
料
広
告
）

▲ポータルサイト画面

必ずチェック！ 最低賃金

問岡山労働局☎086-225-2014、津山労働基準監
督署（山下）☎22-７１５７

平成24年10月24日から
岡山県最低賃金

平成24年12月30日から
耐火物製造業
鉄鋼業
電子部品・デバイス・電子回
路、電気機械器具、情報通信
機械器具製造業
自動車・同附属品製造業
船舶製造・修理業
舶用機関製造業
各種商品小売業

平成25年２月14日から
一般機械器具等製造業（空気
圧縮機・ガス圧縮機・送風機、
家庭用エレベータなど）

691円

815円
829円

745円

796円

827円

752円

809円

種別 区　　分 時間額

地域別

特定



け
い
じ
ば
ん

け
い
じ
ば
ん

明
・
舞
台
美
術
・
衣
裳
の
各
係
、

演
出
助
手
な
ど

対
象　
幼
児
以
上

参
加
費　
５
千
円（
出
演
者
の
み
）

締
め
切
り　
４
月
６
日
㈯

■
公
演

と
き　
11
月
23
日
㈷

と
こ
ろ　

勝
北
文
化
セ
ン
タ
ー

（
新
野
東
）

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
「
風
と
光
と
心
の
劇
場
」

実
行
委
員
会（
勝
北
公
民
館
内
）

☎
36
‐
８
１
８
０

講
座
・
講
演
会

す
こ
や
か
ハ
ツ
ラ
ツ
講
座

「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
設
計
講
座
」

と
き　
３
月
３
日
㈰
午
後
１
時
～

２
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
（
大
谷
）

内
容　
生
命
保
険
の
賢
い
見
直
し

方
法
、
歯
の
健
康
講
座

対
象　
20
歳
以
上

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

受
講
料　
無
料

申
込
方
法　
①
住
所
②
氏
名
③
年

齢
④
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
、

直
接
伝
え
申
し
込
む

受
付
期
間　
２
月
20
日
㈬
～
28
日

㈭
問
中
央
公
民
館
☎
24
‐
５
１
１
１

平
成
25
年
度
津
山
市
民

弓
道
教
室
生

　
弓
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
力
や
時
間
に
応
じ
て
指
導
し
ま

す
。

と
き　
毎
週
水
・
土
曜
日
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分

期
間　
Ⅰ
期
＝
４
～
７
月
、
Ⅱ
期

＝
９
～
11
月

と
こ
ろ　
津
山
市
弓
道
場（
山
北
）

対
象　
小
学
５
年
生
以
上

定
員　
約
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
入
会
費
３
千
円
、
年
会

費
な
ど

※
弓
と
矢
は
教
室
で
用
意
で
き
ま

す
。
年
会
費
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
市
弓
道
連
盟
（
安
藤
）

　

☎
０
９
０
‐
３
１
７
６
‐
９
９

　

２
４

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
風
の
野
っ
原ぱ

ら

」

出
演
者
・ス
タ
ッ
フ

　
「
風
の
里
勝
北
」
を
題
材
に
し

た
市
民
参
加

型
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
に
あ

な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
レ
ッ
ス
ン

と
き　
毎
週
土
曜
日（
開
始
時
期・

時
間
は
後
日
連
絡
）

と
こ
ろ　
勝
北
公
民
館（
新
野
東
）

募
集
内
容　
出
演
者
、
音
響
・
照

1� 2013.2 1�2013.2

津
山
市
青
年
学
級
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
知
的
障
害
の
あ
る
16
歳
以
上
の

人
と
活
動
す
る
「
青
年
学
級
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

と
き　
毎
月
１
回
程
度

行
事　
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ボ
ー
リ
ン

グ
、
バ
ス
旅
行
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
な
ど

対
象　
ど
な
た

で
も

※
行
事
の
見
学

可
。
詳
し
く

は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
課
☎
32
‐
２
１
１
８

明
書
ま
た
は
、
修
了
証
明
書
④

勤
務
先
所
属
長
の
承
諾
書
（
就

業
中
の
人
の
み
）
に
受
験
料
を

添
え
て
、
直
接
提
出

※
健
康
状
況
を
確
認
す
る
場
合
あ

り
選
考
方
法　
書
類
審
査
（
研
究
生

　
・
科
目
等
履
修
生
は
面
接
も
あ

り
）

受
験
料　
４
９
０
０
円

応
募
期
間　
研
究
生
＝
２
月
20
日

㈬
～
３
月
15
日
㈮
、
聴
講
生
・

科
目
等
履
修
生
＝
２
月
20
日
㈬

～
28
日
㈭

※
入
学
料
・
授
業
料
な
ど
、
詳
し

く
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ

い
問
津
山
工
業
高
等
専
門
学
校（
沼
）

☎
24
‐
８
２
９
２

早
春
ウ
ォ
ー
ク

in
つ
や
ま
参
加
者

と
き　
３
月
24
日
㈰
午
前
９
時
受

付
、
10
時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ　
津
山
陸
上
競
技
場
（
志

戸
部
）
前
発
着

コ
ー
ス　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

を
含
む
周
回
コ
ー
ス
約
７
㎞

対
象　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
、
18
歳

未
満
は
保
護
者
の
同
意
書
要

定
員　
２
０
０
人
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
保
険
代
な

ど
）

※
飲
み
物
や
昼
食
は
各
自
で
用
意

申
込
方
法　
津
山
総
合
体
育
館
な

ど
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記

入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
、
直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　
３
月
10
日
㈰

問
〒
７
０
８
‐
０
０
０
４
津
山
市

　

山
北
６
６
９
津
山
市
体
育
協
会

　

事
務
局（
津
山
総
合
体
育
館
内
）

　

☎
24
‐
０
２
０
２
薨
24
‐
７
２

　

３
５

サ
ン
タ
フ
ェ
中
・
高
生

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
市
の
国
際
友
好
交
流
都
市
、
米

国
サ
ン
タ
フ
ェ
市
か
ら
中
・
高
生

が
や
っ
て
き
ま
す
。
津
山
滞
在
中

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

期
間　
５
月
27
日
㈪
～
６
月
１
日

㈯
内
容　
宿
泊
、
朝
食
と
夕
食
の
提

供
、
市
役
所
な
ど
へ
の
送
迎

条
件　
無
償
で
中
・
高
生
を
受
け

入
れ
ら
れ
て
、
次
の
会
に
出
席

で
き
る
こ
と
①
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
説
明
会
（
４
月
５
日
㈮
午

後
６
時
～
）
②
歓
迎
会
（
５
月

27
日
㈪
午
後
６
時
～
）

募
集
数　
22
家
庭
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

事
務
局
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
、

直
接
申
し
込
む

※
中
・
高
生
が
同
居
し
て
い
る
家

族
を
優
先
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
〒
７
０
８
‐
８
５
０
１
津
山
市

　

山
北
５
２
０
津
山
サ
ン
タ
フ
ェ

　

友
好
協
会
事
務
局
（
協
働
推
進

　

室
内
・
市
役
所
３
階
）
☎
32
‐

２
０
３
２
薨
32
‐
２
１
５
２
*

　
kyoudou@

city.tsuyam
a.

okayam
a.jp

津
山
工
業
高
等
専
門
学

校
平
成
25
年
度
生

募
集
学
生　
研
究
生
・
聴
講
生
・

科
目
等
履
修
生

応
募
資
格　
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
人
ま
た
は
、
そ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
人

応
募
方
法　
①
入
学
願
書
②
履
歴

書
③
最
終
出
身
学
校
の
卒
業
証

※放送日時は変更になる場合があります

３月11日㈪～17日㈰  偶数時台の各15分から
｢いよいよ始まる！美作国建国1300年」
毎時57分～00分

（
有
料
広
告
）

（
有
料
広
告
）

　

とき　３月17日㈰午前11時スタート 
ところ　グラスハウス
競技内容　１周1.3㎞のコースをタスキリ

レーで16周走るハーフマラソン
対象　小学生以上で、1.3㎞を自力で完走

できる人
部門　小学生、一般（中学生以上）、一般

＋小学生
定員　50チーム（１チーム３人以上10人

以下）
参加費　１人1,000円（中学生以下500

円）
参加賞　プール半額券
申込方法　グラスハウスに備え付けの申込

書に記入し、参加費を添えて直接申し込
む
締め切り　３月３日㈰
※締め切り後の参加費の払い戻しは不可
※参加者は当日、グラスハウスの利用可（更

衣室や大会終了後のプールなど）
問グラスハウス☎27-7140

第２回グラスハウス第２回グラスハウス
健康リレーマラソン大会健康リレーマラソン大会

■定住促進セミナー
とき　３月６日㈬午後１時～１時50分
演題　キャリアプラン夢と志
講師　岩谷英昭さん（津山市市政アドバイザー、

学校法人明治学院常務理事）
対象　どなたでも
■岡山県北地域企業説明会
とき　３月６日㈬午後２時～４時30分
内容　企業採用情報説明、就職相談コーナーな

ど
対象　大学・短大・高専・専門学校を平成26 

年３月に卒業見込みで、県北地域での就職を
希望する人
参加企業　県北地域の企業約50社
………………………………………………………………
ところ　津山鶴山ホテル（東新町）
参加費　無料
※申し込み不要
問定住推進室☎24-3633

定住促進セミナー＆岡山県北
地域企業説明会参加者募集

出場者
募集

家畜を飼育している人は報告してください
対象家畜　ウマ・シカ・メン羊・ヤギ・豚・イ

ノシシ・鶏（チャボ・烏骨鶏を含む）・アヒ
ル・ウズラ・キジ・ホロホロ鳥・七面鳥・ダ
チョウ
報告内容　現在飼育している家畜の種類・頭羽

数（２月１日現在）
締め切り　２月28日㈭
問津山家畜保健衛生所（草加部）☎29-0040



け
い
じ
ば
ん

け
い
じ
ば
ん

（
有
料
広
告
）

1� 2013.2 1�2013.2

毎週金曜日、市役所本庁舎では時間を延長して午後７時まで戸籍・住民票・
印鑑証明書の交付、印鑑登録、パスポートの交付、納税関係の証明書の交付、
納税相談、介護申請を行っています

域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
24
‐
３
６
３
３
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジhttp://w
w
w
.koyou.or.jp/

イ
ベ
ン
ト

生
涯
学
習
ま
つ
り
・
第
32
回

津
山
市
中
央
公
民
館
文
化
祭

と
き　
２
月
23
日
㈯
午
前
９
時
50

分
～
午
後
３
時
、
24
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

内
容　
中
央
公
民
館
主
催
講
座
・

自
主
サ
ー
ク
ル
の
発
表
や
展
示
、

福
岡
保
育
園
・
作
陽
保
育
園
・

津
山
よ
さ
こ
い
踊
ら
ん
会
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど

問
中
央
公
民
館
☎
24
‐
５
１
１
１

グ
ル
ー
プ
る
・
ば
る
演
劇

「
片
づ
け
た
い
女
た
ち
」

　
美
作
国
建
国
１
３
０
０
年
記
念

事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　
２
月
26
日
㈫
午
後
６
時
開

場
、
６
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

（
山
下
）

出
演　
松
金
よ
ね
子
、
岡
本
麗
、

田
岡
美
也
子

入
場
料　
Ｓ
席
＝
４
０
０
０
円
、

Ａ
席
＝
３
０
０
０
円

問
公
益
財
団
法
人
津
山
文
化
振
興

財
団
☎
24
‐
０
２
０
１

市
文
化
財

講
演
会
・
調
査
報
告
会

と
き　
３
月
３
日
㈰
午
後
１
時
30

分
～

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

演
題　
戦
国
山
城
の
見
方
・
歩
き

方
講
師　
中
井
均
さ
ん
（
滋
賀
県
立

大
学
人
間
文
化
学
部
准
教
授
）

ほ
か

入
場
料　
無
料

※
文
化
課
職
員
に
よ
る
研
究
報
告

あ
り

※
申
し
込
み
不
要

問
津
山
弥
生
の
里
文
化
財
セ
ン
タ

ー
☎
24
‐
８
４
１
３

「
さ
ん
・
さ
ん
」

お
ん
な
・
お
と
こ
塾

　
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー（
芳
香
療
法
）

の
効
果
と
正
し
い
使
い
方
を
知
っ

て
、
仕
事
や
育
児
、
家
事
の
ス
ト

レ
ス
解
消
な
ど
、
日
々
の
暮
ら
し

に
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
３
月
17
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～

３
時

と
こ
ろ　
津
山
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
・

さ
ん
」（
ア
ル
ネ
・
津
山
５
階
）

演
題　
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
～
ア
ロ
マ
で
簡
単
セ

ル
フ
ケ
ア
～

講
師　
石
井
香
里
さ
ん
（
ラ
イ
フ

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

定
員　
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

受
講
料　
５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
方
法　
①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
、
直
接
伝
え
申
し
込
む

締
め
切
り　
３
月
８
日
㈮

※
無
料
託
児
あ
り
（
予
約
要
）

問
さ
ん
・
さ
ん
☎
31
‐
２
５
３
３

薨
31
‐
２
５
３
４

新
入
社
員
教
育
講
座

と
き　
４
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
（
２

日
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
選

択
）

と
こ
ろ　
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ

ン
タ
ー
（
山
下
）

内
容　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー（
来
客・

訪
問
・
電
話
応
対
な
ど
）

対
象　
事
業
所
の
新
入
社
員

参
加
費　
津
山
市
・
鏡
野
町
・
勝

央
町
・
奈
義
町
・
久
米
南
町
・

美
咲
町
の
事
業
所
＝
１
人
３
千

円
、
真
庭
市
・
美
作
市
・
新
庄

村
・
西
粟
倉
村
の
事
業
所
＝
１

人
４
千
円

申
込
方
法　
津
山
広
域
事
務
組
合

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
可
）
に

記
入
し
て
、
直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　
３
月
15
日
㈮

問
津
山
広
域
事
務
組
合
（
津
山
圏

の
販
売

※
３
月
16
日
㈯
は
、
イ
ベ
ン
ト
・

テ
ン
ト
村
を
開
催
し
ま
す

問
津
山
市
神
代
梅
の
里
管
理
組
合

☎
57
‐
２
０
７
５
（
３
月
中
は

57
‐
８
７
７
５
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
フ
ェ
ア

と
き　
３
月
７
日
㈭
午
後
１
時
受

付
、
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

■
寸
劇

演
目　
も
し
か
し
て
“
虐
待
？
”

■
講
演
会

演
題　
「
虐
待
は
な
ぜ
起
き
る
？
」

～
早
急
発
見
と
対
策
～

講
師　
渡
辺
哲
雄
さ
ん
（
日
本
福

祉
大
学
中
央
福
祉
専
門
学
校
専

任
教
員
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

高
齢
者
の
作
品
展
示　

と
き　
３
月
４
日
㈪
～
８
日
㈮

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ

　
ー

内
容　
高
齢
者
が
介
護
予
防
と
し

て
制
作
し
た
作
品
の
展
示

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
23

‐
１
０
０
４

和
太
鼓
～
加
茂
の
陣

２
０
１
３
～“
響
”

　
激
し
く
繊
細
な
ば
ち
さ
ば
き
と
、

勇
壮
な
和
太
鼓
の
演
奏
を
か
ら
だ

中
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
３
月
３
日
㈰
午
後
１
時
開

場
、
１
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

（
加
茂
町
塔
中
）

出
演　
津
山
鶴
丸
太
鼓
、
早
川
太

鼓
入
場
料　
大
人
＝
８
０
０
円
、
小

学
生
以
下
＝
４
０
０
円
（
全
席

自
由
）

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
加
茂
支
所
市
民
生
活
課
☎
32
‐

作
州
宮
川
朝
市

と
き　
３
月
10
日
㈰
午
前
８
時
～

11
時

と
こ
ろ　
宮
川
河
川
敷

問
新
産
業
創
出
課
☎
32
‐
２
１
７

　

８加
茂
の
朝
市

と
き　
３
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～

11
時

と
こ
ろ　
加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

問
加
茂
町
観
光
協
会
☎
42
‐
７
０

　

１
１

第
30
回
春
の
洋
ラ
ン
展

　

津
山
ラ
ン
友
会
が
育
て
た
約

２
０
０
点
の
ラ
ン
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　
３
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日

は
午
後
５
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

問
農
業
振
興
課
☎
32
‐
２
０
７
９

梅
の
里
公
園
梅
ま
つ
り

　
約
２
０
０
０
本
の
紅
白
の
梅
を

眺
め
な
が
ら
、
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　
３
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
津
山
市
神
代
梅
の
里
公

園
（
神
代
）

内
容　
梅
ジ
ャ
ム
・
梅
ゼ
リ
ー
な

ど
の
梅
加
工
品
や
う
ど
ん
な
ど

７
０
３
２

衆
楽
園 

松
の
こ
も
焼
き

　
冬
眠
し
て
い
た
虫
が
起
き
出
す

と
い
わ
れ
る
啓け

い
ち
つ蟄

に
、
園
内
の
松

に
巻
い
て
い
た
こ
も
を
焼
き
ま
す
。

と
き　
３
月
５
日
㈫
午
前
10
時
～

10
時
15
分

と
こ
ろ　
衆
楽
園
（
山
北
）

※
当
日
、
作
業

員
に
よ
る
説

明
あ
り

※
雨
天
順
延

問
公
園
緑
地
課
☎
32
‐
２
０
９
７

（
有
料
広
告
）

　
　

　米を取り扱う業者に、取引などの記録の作成・保存や産
地情報の伝達を義務付けている制度です。
　米の産地情報を、外食店内や米・米加工品の包装などで
確認できるようにしています。これにより、生産から食卓
までの流通状況がわかり、万が一、事故が起こった時に流
通経路をさかのぼることができます。

問中国四国農政局（岡山市）☎086-223-3193

知っていますか？
　米トレーサビリティ制度
知っていますか？
　米トレーサビリティ制度
知っていますか？
　米トレーサビリティ制度
知っていますか？
　米トレーサビリティ制度

安心して
食べられるね

　ご利用は、http://www.touki-kyoutaku-
net.moj.go.jp/にアクセスしてください。

■１通700円の手数料が570円になります
■送付郵便料は法務局が負担します
※初回利用時、申請者情報の登録要
※手数料の支払いは、ネットバンキングまた

は、ATM（現金自動預払機）を利用
問岡山地方法務局（岡山市）☎086-224-565
　8、086-224-5749　

インターネットで
登記事項証明の請求・受領ができます

登記ねっと　検索登記ねっと　検索

産地情報を
掲示しています

取引記録を作成し、産地
情報を伝達しています



☎24 - 2919 午前10時～午後７時 市立図書館 (アルネ・津山 4階） 

☎42 - 7032 午前10時～午後６時 加茂町図書館 (加茂町塔中） 

☎36 - 8622 午前10時～午後６時 勝北図書館 (新野東） 

☎57 - 3444 午前10時～午後６時 久米図書館 (中北下） 

高倉小学校10:15～10:45 ⇒ 衆楽公園駐車場（市役所東側）12:00～12:40 ⇒小原会館14:00～14:40 ⇒  
院庄公民館15:20～16:20 ７日㈭ 

６日㈬ 
３月５日㈫ 

11日㈪ ときわ園10:00～10:30 ⇒ 高野公民館11:10～11:50 ⇒ 広野小学校13:00～13:30 
８日㈮ 成名小学校10:15～11:00 ⇒ 清泉小学校13:00～13:40 ⇒ 大崎小学校14:40～16:00  

13日㈬ 河辺小学校10:15～10:45 ⇒ 東小学校13:00～13:30 
12日㈫ 阿波小学校10:25～11:00 ⇒ 旧ＪＡ上加茂11:20～11:50 ⇒ 加茂小学校13:00～13:40 ⇒ めぐみ荘14:00～15:00 

15日㈮ 喬松小学校10:15～10:45 ⇒ 道の駅｢久米の里｣11:15～12:00 ⇒ 誠道小学校13:00～13:40 ⇒ 田邑公民館15:00～16:00 
18日㈪ 秀実小学校10:15～11:00 ⇒ 中正小学校12:50～13:20  

14日㈭ 勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒ 新野小学校13:00～13:30 ⇒ 広戸小学校14:30～16:00 

２月27日㈬ 北小学校10:00～10:40 ⇒ 総社東第二遊園地11:10～11:40 ⇒ 高田小学校13:00～13:30 

向陽小学校10:15～10:45 ⇒鶴山小学校13:00～14:00 ⇒ 塩手荘14:40～15:10  
佐良山小学校10:00～10:40 ⇒ 津山口駅前11:05～11:35 ⇒ 一宮小学校12:50～13:30 ⇒ 林田小学校14:30～16:00 

●おはなし会　とき：31日㈰10：30～11：00

●こくちゃんの紙芝居劇場　とき：16日㈯15：00～

◆市立図書館：26日㈫ 
◆加茂町・勝北・久米図書館：４日㈪、11日㈪、18日㈪、 
　21日㈭、25日㈪、26日㈫ 

中央児童館・南児童館　４日㈪、11日㈪、17日㈰、
　21日㈭、25日㈪
加茂児童館　４日㈪、11日㈪、18日㈪、20日㈷、25日㈪

休
館
日 

休
館
日 

と し ょ か ん ・ じ ど う か ん

☎22 - 2099 午前10時～午後５時 中央児童館中央児童館 (山北） 

●折り紙あそび　とき：６日㈬15：30～16：30
●手芸教室　とき：23日㈯10：30～11：30　内容：くるみ
ボタンのバッチとヘアゴム作り　定員：15人（先着
順）　参加費：100円　受付：４日㈪～

☎46 - 2076     ㈬  午前9時～午後５時 
㈪・㈮  午後１時～午後５時 阿波児童館阿波児童館(阿波） 

●２、３歳児の親子でジャンプ☆　とき：１日㈮
　10：30～11：30　対象：２･３歳児と保護者
●赤ちゃんあそぼ！　とき：６日㈬10：30～11：30
　対象：１歳未満児と保護者　定員：15組（先着順）　
受付：２月22日㈮10：00～（電話のみ）
●絵本タイム　とき：７日㈭、19日㈫13：15～13：45
●プレクラブ　ワイワイあそぼ♪　とき：13日㈬10：30～
　11：30　対象：１･２歳児と保護者　内容：アメジスト
によるミニコンサート

☎24 - 4400 午前10時～午後５時 南児童館南児童館 (横山） 

☎42 - 3168 午前９時～午後５時 加茂児童館加茂児童館 (加茂町中原） 

け
い
じ
ば
ん 市立図書館

加茂町図書館

勝北図書館

久米図書館

3月
●ひなまつり会　とき：２日㈯14：00～15：00　内容：チ
ャーリーによる大道芸、ひなまつりの歌など
●お話タイム　とき：13日㈬、22日㈮13：00～13：30
●赤ちゃん広場　とき：14日㈭11：00～11：30　対象：１歳未
　満児と保護者　定員：10組　受付：２月26日㈫10：00～
●親子で遊ぼう　とき：18日㈪10：30～11：30　対象：
０～２歳児と保護者

●小さな子どものえほんのじかん　とき：毎週水曜日　
　10：30～11：00
●木曜ビデオ館　とき：毎週木曜日14：30～　内容：
　７日＝「上原まりと平家物語」、14日＝「奈良・お水
　取り」、21日＝「城下町を行く 上巻」、28日＝「城下町
　を行く 下巻」
●むかし話を聞く会　とき：２日㈯14：00～14：30
●大きい子のおはなしのじかん　とき：９日㈯15：00～
　15：40
●おはなし会　とき：21日㈭11：00～11：30
●第３回みんわのつどい　とき：23日㈯11：00～12：00
●日曜えほんのじかん　とき：24日㈰15：30～
●ファミリーシアター　とき：29日㈮14：30～　内容：
　「ドナルド ダック」

●民話の語りとわらべうたのじかん　とき：３日㈰
　10：30～11：30
●えほんタイム　とき：14日㈭10：30～11：00
●おはなしタイム　とき：17日㈰10：30～11：00
●昔ばなしのじかん　とき：23日㈯14：30～15：00

●まっちゃんと遊ぼう！　とき：９日㈯13：30～15：00
●たんぽぽルーム　対象：０～６歳児と保護者、妊婦
【ひなまつり】とき：13日㈬10：00～12：00　内容：おひ
なさまのグッズ作り、保健師による育児相談　参
加費：親子で100円　締め切り：７日㈭　【おはなし
なあにとミニ工作】とき：27日㈬10：00～11：30
●グリムまつり　とき：24日㈰10：00～13：00　内容：母
親クラブ「なすの会」による屋台やイベント

け
い
じ
ば
ん

43 津山市食育推進
キャラクター
「しょくたん」

　高血圧を予防する食事のポイントは「減塩」です。塩分を減ら
してもおいしく食べられる調理のコツは、ショウガなどの香味野
菜やレモン・ユズなどの柑橘類を利用して、辛味や酸味を取り入
れ、味に変化を付けることです。

【材料（４人分）】 
　小松菜…150ｇ、春菊…50ｇ、エノキダケ…100ｇ、ショウガ…
10ｇ、Ａ（だし汁…大さじ2～3、しょうゆ…小さじ２、みりん…
小さじ１）、塩…少々

【作り方】
　❶小松菜、春菊は２㎝に切る
　❷エノキダケは石づきを除き、２㎝に切り、ほぐす
　❸ショウガは皮をむいてせん切りにする
　❹小松菜・春菊は塩少量を入れた湯でゆで、すぐに冷水にとっ
て水気を絞る

　❺鍋にA、エノキダケ、ショウガを入れて火にかけ、煮えたら④
を入れてさっと煮る

高血圧を予防しましょう

青葉のショウガ煮びたし

１人当たり栄養価
エネルギー22kcal、たんぱく質1.7ｇ、脂質0.2ｇ、
塩分0.5ｇ

問健康増進課☎32-2069

　最近のゲーム機は、ゲームソフトやアイテムをイ
ンターネットに接続してダウンロードできるものが
多く、その操作は子どもでも簡単にできます。
　このため、親のクレジットカードを勝手に使って
アイテムを購入したり、興味本位でアダルトサイト
にアクセスしたりして、高額な料金を請求されると
いう相談が増えています。
　この中でも、場合によっては「未成年者契約の取
り消し」が難しく、解決が困難なこともあります。

楽しいはずのゲーム機で子どもた
ちがトラブルに遭わないためには、
親もゲーム機の仕組みをよく理解
して、料金がかかりそうな時は、
必ず相談することなど、親子でル
ールや利用方法をよく話し合って
おくことが大切です。

 一口メモ
血圧は夏よりも冬に高くなるので、寒いこの時期は特に気を付け
ましょう。ショウガが入っていると、体が温まります。青菜はお好み
のものをお使いください

なるほ
ど！

なるほ
ど！

豆豆 くらしの 　　  知識 くらしの 　　  知識

子ども用のゲーム機で高額請求が ！

困ったときの相談先　市民相談室☎32-2057、土・日
曜日は県消費生活センター☎086-226-0999

け
い
じ
ば
ん
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（
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「愛の献血」にご協力を

小児救急医療電話相談　☎＃８０００

と　こ　ろ 

市役所１階市民ロビー 

と　き 

骨密度測定

対　象　市内に在住する20～80歳の人（予約要） 

と　こ　ろ と　き 
津山すこやか・こどもセンター 

妊婦歯科検診

内　容　歯科検診、ブラッシング指導、歯垢の染め出し 
定　員　18人（予約要、先着順） 

と　こ　ろ 
津山歯科医療センター（沼） 

と　き 

高齢者歯科検診・相談

対　象　65歳以上の人（予約要） 
　津山歯科医療センター☎22-4021 

と　こ　ろ 
津山歯科医療センター（沼） 

と　き 

離乳食教室

対　象　７～11カ月の子どもと保護者 
内　容　調理実習、試食、説明、個人相談 
定　員　10人程度（予約要） 
持ってくるもの　エプロン、三角巾、筆記用具、母子手帳、 
　　　　おんぶひも（あれば）など 

と　こ　ろ 
津山すこやか・こどもセンター 

と　き 

元気な子どもを育てるために
と　き 受付時間 健　診 

乳 児 健 診 
１歳6カ月児健診 
３ 歳 児 健 診 
ところ　津山すこやか・こどもセンター 

※医療機関は変更になる場合があります。受診の前に、 
　救急医療案内☎23-9910へお問い合わせください 

診療時間　午前９時～午後５時まで
でんわ ところ とき 科 

※400ミリリットル献血のみの受け付けです 

と　こ　ろ 問い合わせ先 相　談　名 と　き 

3月
健　　康 

林小児科（山下） 
西村医院（二宮） 
平井病院（加茂町中原） 
津山第一病院（中島） 
衣笠内科医院（椿高下） 
辻医院（小児科）（小原） 
平井病院（加茂町中原） 
津山第一病院（中島） 
日本原病院（日本原） 
本渡記念循環器クリニック（小原） 
万袋医院（加茂町中原） 
津山中央病院（川崎） 
松尾小児科（二宮） 
中島病院（田町） 
平井病院（加茂町中原） 
津山第一病院（中島） 
 

内科系 ２月 
17日㈰ 

24日㈰ 

３月 
３日㈰ 

10日㈰ 

外科系 

内科系 

外科系 

内科系 

外科系 

内科系 

外科系 

22-1256 
28-2100 
42-3131 
28-2211 
22-7811 
23-2567 
42-3131 
28-2211 
36-3311 
22-8715 
42-3025 
21-8111 
28-5570 
22-8251 
42-3131 
28-2211 

休日診療 

相　　談 

女性の悩みごと相談 

鶴山塾教育相談 

人権・行政相談 

女性と子どもの法律 
相談（無料・予約要） 
女性と子どもの 
なやみごと相談所 

人権・行政・民生 
合同相談 

毎週水曜日・16日㈯10：00～16：00 

毎週火・木曜日13：30～16：30、 
１日㈮13：30～15：30 
22日㈮10：00～12：00 

４日㈪・18日㈪13：30～16：40 

14日㈭・28日㈭10：00～15：00 

14日㈭10：00～15：00 

住宅無料相談 

倭文ふれあい学習館 

勝北老人憩いの家 

28日㈭9：00～16：00 

さん・さん☎31‐2533 

こども課☎32‐2065 

さん・さん☎31‐2533 

鶴山塾☎22‐2523 

建築住宅課☎32‐2099 

津山男女共同参画センター 
「さん・さん」 
津山すこやか・こども 
センター 
さん・さん 

教育相談センター「鶴山塾」 

司法書士法律相談 
（無料・予約要） ６日㈬・27日㈬13：30～16：30 環境生活課☎32‐2057 環境生活課 

（市役所１階１番窓口） 
人権相談 ６日㈬10：00～15：00 人権啓発課☎31‐0088 津山市総合福祉会館 

21日㈭10：00～15：00 

21日㈭10：00～15：00 

加茂支所市民生活課 
☎32‐7032 加茂町公民館 

行政相談 21日㈭10：00～15：00 加茂支所市民生活課 
☎32‐7032 加茂町公民館 

勝北支所市民生活課 
☎32‐7023 

市役所1階市民ロビー 

久米支所市民生活課 
☎32‐7011 

19日㈫、22日㈮ 
５日㈫、６日㈬ 
26日㈫、27日㈬ 

13:00～14:00 

15日㈮ 10:00～12:00 

11日㈪  9:30～16:00 

17日㈰ 9:00～12:00 

17日㈰ 9:00～12:00 22日㈮ 10:00～11:30 
　　　 12:30～15:30 

土曜・日曜・祝日　18:00～23:00 
平日　　　　　　　19:00～23:00 

　　　　　　①答え  ②記事の感想や市政へのご意見 
　③次のⒶ～Ⓒの記念品の中から１つを書いて、 
　秘書広報室へ応募してください。 

応募方法 

問 

締め切り 
　 

け
い
じ
ば
ん

教育委員会（応募35人、正解35人） 
　　　　外木宏明さん、髙橋宣子さん、高橋茂さん、 
　福田拓男さん、三田亜矢子さん 

平成25年３月11日（月）当日消印有効 
　当選者は４月号で発表 

※お便りの内容は広報紙やホームページで 
　紹介させていただくことがあります 

絵を描いたはがきに　①氏名とふりがな・ペンネーム可 
②年齢（学生は学校名と学年も）を記入してください 

※掲載された人には粗品を贈呈します 
※希望者には作品を返却します 

応
募
方
法 

市税は○○○に！ 
○に入る漢字３文字は？ 

あて先は見本 
のとおりに書 
くだけでＯＫ 

秘
書
広
報
室
行 

記念品 Ⓐ図書カード Ⓑ津山洋学資料館招待券  (２枚）   
Ⓒあば温泉無料入場券(５枚） 

け
い
じ
ば
ん

正解者の中から抽選 
で５人に当たる！ 

当選者
12月号の正解

▶
 

山県　冨美子（阿波） 

▶
 

甲元　弘子（神代） 

▶
 

前田　瑠依（小学４年生・総社） 

　
　

 

長
と
の
ふ
れ
あ
い 

ト
ー
ク
に
参
加
し
た
い 

市

・
12
月
号
26
ペ
ー
ジ
、
け
い
じ
ば
ん
「
休
日
診
療
」
で
中
島
病
院

　

の
電
話
番
号
を
誤
っ
て
記
載
し
て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は

　

「
22
─
8
2
5
1
」
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

・
12
月
号
20
ペ
ー
ジ
、
け
い
じ
ば
ん
「
難
病
を
持
つ
人
へ
の
就
職 

　

無
料
相
談
会
」
で
と
き
を
誤
っ
て
記
載
し
て
い
ま
し
た
。 

　

正
し
く
は
「
１
月
16
日
㈬
」
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

 
・
12
月
号
８
ペ
ー
ジ
、「
市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」 

　

の
中
で
、
誤
っ
た
記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
「
２
割
」
は
正 

　

し
く
は
「
３
割
」
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

 
※
お
わ
び
と
訂
正 

・
12
月
号
６
・
７
ペ
ー
ジ
、
年
末
年
始
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の 

　

一
部
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
ま
す
。 

▶
ペ
ン
ネ
ー
ム　

白
雉 

▶
中
尾　

颯
汰
（
小
学
５
年
生
・
総
社
） 

　

「
市
民
と
市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
」
に
参
加
し
た
い
の
で
す
が
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
？ 

　

      　
　

  　
　
　

（
小
原
・
男
性
） 

 　
市
で
は
、
市
民
と
市
長
が
ひ
ざ
を
交

え
て
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
雰
囲
気
の
中

で
意
見
や
情
報
交
換
が
で
き
る
場
と
し

て
「
市
民
と
市
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
次
の
要
領

で
、
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

対
象　
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
16
歳
以
上
の
人
で
作

る
３
〜
６
人
の
グ
ル
ー
プ 

テ
ー
マ　
①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
②
健

康
づ
く
り
③
高
齢
者
福
祉
④
子
育
て

⑤
農
林
業
⑥
雇
用
・
商
工
業
⑦
定
住

推
進
⑧
観
光
⑨
公
共
イ
ン
フ
ラ
⑩
公

共
交
通
⑪
地
域
防
災
⑫
環
境
⑬
教

育
・
文
化
⑭
市
の
将
来
像
⑮
そ
の
他 

時
間　
１
時
間
程
度 

申
込
方
法　
秘
書
広
報
室
に
備
え
付
け

の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

印
刷
可
）
に
記
入
し
て
申
し
込
む 

※

個
人
的
な
相
談
や
陳
情
・
苦
情
な
ど

は
対
象
と
し
て
い
ま
せ
ん 

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い 

　
秘
書
広
報
室

32
‐
２
０
２
９ 

け
い
じ
ば
ん

23 2013.2 222013.2


